
スポンサーシップ

　NAのミーティングに 何
なん

度
ど

か足
あし

を運
はこ

ぶようになると、ス
ポンサーをもったらどうかという提

てい

案
あん

を受
う

けるだろう。け
れども新

あたら

しい仲
なか

間
ま

には、スポンサーと言
い

われてもなんのこ
とかわからない。スポンサーってなんだろう。スポンサー
をもつって、どうすればいいのだろう。そして何

なに

をするの
だろう。スポンサーはどこへ行

い

けば見
み

つかるのだろう
……。このパンフレットは、そんな疑

ぎ

問
もん

にお答
こた

えできるよ
う、スポンサーシップについて簡

かん

単
たん

にまとめて紹
しょう

介
かい

してい
る。
　「NAの 鼓

こ

動
どう

は、二
ふた

人
り

のアディクトが回
かい

復
ふく

の分
わ

かち合
あ

い
をするときに響

ひび

き合
あ

う」と NAのベーシックテキスト『ナ
ルコティクス アノニマス』に書

か

かれているように、スポ
ンサーシップとは、ひとりのアディクトがもうひとりのア
ディクトの手

て

助
だす

けをすることだ。スポンサーシップは一
いっ

方
ぽう

通
つう

行
こう

ではない。スポンサーもスポンシーも助
たす

けられる、愛
あい

情
じょう

と思
おも

いやりにあふれたスピリチュアルな関
かん

係
けい

である。

どういう人
ひと

がスポンサーになるのか？

　スポンサーシップとは、個
こ

人
じん

対
たい

個
こ

人
じん

の関
かん

係
けい

であるため、
ひとりひとりにとってその意

い

味
み

はみな違
ちが

う。簡
かん

単
たん

にいうな
ら、NAスポンサーとは NAの 回

かい

復
ふく

のプログラムを自
じ

分
ぶん

の
生
い

き方
かた

に当
あ

てはめ、一
いち

対
たい

一
いち

の関
かん

係
けい

で仲
なか

間
ま

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に支
ささ

えて
いきたいという、ナルコティクス アノニマスのメンバー
である。スポンサーとは何

なに

かと聞
き

かれて多
おお

くのメンバーが
思
おも

い浮
う

かべるのは、NAの 12のステップはもちろんのこ
と、ときには 12の伝

でん

統
とう

や 12の概
がい

念
ねん

にも取
と

り組
く

む手
て

助
だす

けを
してくれる仲

なか

間
ま

だというイメージだろう。スポンサーに
は、かならずしも親

した

しい人
ひと

を選
えら

ぶ必
ひつ

要
よう

はない。それよりも
大
だい

事
じ

なのは、私
わたし

たちが何
なん

でも打
う

ち明
あ

けることができ、信
しん

頼
らい

できる相
あい

手
て

だ。そして、ミーティングでみんなの前
まえ

で分
わ

か
ち合

あ

うのは気
き

おくれがすることでも、スポンサーとなら個
こ

人
じん

的
てき

なことまで何
なん

でも話
はな

せるという相
あい

手
て

だ。

人
ひと

を信
しん

じられるようになるためにも、ステップに
取
と

り組
く

むためにも、スポンサーとの関
かん

係
けい

が欠
か

かせ

ません。私
わたし

のこれまでの人
じん

生
せい

はしっちゃかめっ
ちゃかだったけれど、そのことをスポンサーに話

はな

してみたら、スポンサーも、まるっきり同
おな

じだっ
たといってくれました。そして、薬

くすり

を使
つか

わずに生
い

きる方
ほう

法
ほう

を教
おし

えてくれました。

スポンサーは何
なに

をする人
ひと

なのか？

　スポンサーは、スポンサー自
じ

身
しん

の経
けい

験
けん

と力
ちから

と希
き

望
ぼう

をスポ
ンシーと分

わ

かち合
あ

う。ある仲
なか

間
ま

はスポンサーのことを、愛
あい

情
じょう

と思
おも

いやりにあふれ、何
なに

があってもスポンシーの話
はなし

に耳
みみ

を傾
かたむ

け、支
ささ

えてくれる人
ひと

だといっている。また、スポン
サーの客

きゃっ

観
かん

的
てき

な見
み

方
かた

や、適
てき

度
ど

な距
きょ

離
り

の取
と

り方
かた

が自
じ

分
ぶん

にはと
ても必

ひつ

要
よう

だという仲
なか

間
ま

もいる。そういうスポンサーからの
正
しょう

直
じき

で率
そっ

直
ちょく

な指
し

摘
てき

であれば、たとえ受
う

け入
い

れるのはなかな
かむずかしくても、信

しん

じられるという。一
いっ

方
ぽう

、もっぱら
12のステップに取

と

り組
く

むためにスポンサーを頼
たよ

りにして
いるという仲

なか

間
ま

もいる。

仲
なか

間
ま

が「なぜスポンサーが必
ひつ

要
よう

なんだろう？」と
言
い

った。するとその仲
なか

間
ま

のスポンサーが答
こた

えた
「自

じ

分
ぶん

のうそを自
じ

分
ぶん

で見
み

抜
ぬ

くなんてこと、なかな
かできないからね」。

　私
わたし

たちにとってスポンサーシップが効
こう

果
か

があるのは、
NAが 効

こう

果
か

があるのと同
おな

じ理
り

由
ゆう

だ。回
かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

むアディ
クトは、共

きょう

通
つう

のきずな�� アディクションと回
かい

復
ふく

�� で結
むす

ばれているので、共
きょう

感
かん

できることがたくさんあるからだ。
スポンサーは、法

ほう

的
てき

なアドバイスをしてくれるわけではな
いし、金

かね

貸
か

しでもない。親
おや

でもないし、結
けっ

婚
こん

問
もん

題
だい

のカウン
セラーでもソーシャルワーカーでもない。また、専

せん

門
もん

的
てき

な
アドバイスをするセラピストでもない。スポンサーは、12

のステップの旅
たび

路
じ

を歩
あゆ

んだ経
けい

験
けん

をよろこんで分
わ

かち合
あ

って
くれる、回

かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

むひとりのアディクトである。
　心

しん

配
ぱい

ごとや疑
ぎ

問
もん

があったときにはそれを話
はな

してみると、
スポンサーもまたスポンサー自

じ

身
しん

が同
おな

じような経
けい

験
けん

をした
ことを話

はな

してくれるだろう。また、NAの 本
ほん

から、ここの
ところを読

よ

んでみるようにとか、そのことについて書
か

いて

みるようにという提
てい

案
あん

があることもあるし、プログラムに
ついての疑

ぎ

問
もん

に答
こた

えてくれることもある。NAにつながっ
たばかりなら、プログラムのことで私

わたし

たちがとまどってい
ること、たとえば NAで 使

つか

われている言
こと

葉
ば

や、ミーティ
ングのやり方

かた

、サービスの仕
し

組
く

みといったことから、NA

の原
げん

理
り

とは何
なに

か、スピリチュアルな目
め

覚
ざ

めとはどういうも
のかということまで、私

わたし

たちにわかるように説
せつ

明
めい

してくれ
るだろう。

ではスポンシーは何
なに

をするのか？

　まず、スポンサーと定
てい

期
き

的
てき

に連
れん

絡
らく

を取
と

るようにと提
てい

案
あん

し
たい。電

でん

話
わ

だけでなく、ミーティングで会えるように手
て

配
はい

しておくとよい。スポンサーから、毎
まい

日
にち

とか、一
いち

日
にち

おきに
連
れん

絡
らく

を入
い

れるようにとか提
てい

案
あん

される場
ば

合
あい

もあれば、そうい
うことは一

いっ

切
さい

気
き

にしないスポンサーもいる。自
じ

分
ぶん

の身
み

近
ぢか

な
範
はん

囲
い

でスポンサーが見
み

つからなかったら、メールや手
て

紙
がみ

に
よる方

ほう

法
ほう

などを利
り

用
よう

してスポンサーシップをとることがで
きる。どういう方

ほう

法
ほう

でスポンサーと連
れん

絡
らく

を取
と

り合
あ

おうと、
大
だい

事
じ

なことは、私
わたし

たちが正
しょう

直
じき

になること、そしてスポン
サーの話

はなし

に心
こころ

を開
ひら

いて耳
みみ

を傾
かたむ

けることだ。

スポンサーが示
しめ

してくれる指
し

示
じ

や新
あたら

しい考
かんが

え方
かた

を
信
しん

頼
らい

しています。たとえ何
なに

も言
い

わなかったとして
も、スポンサーの反

はん

応
のう

をみれば何
なに

をすべきかがわ
かります。ともかく、自

じ

分
ぶん

が思
おも

っていることを話
はな

してみると、別
べつ

の見
み

方
かた

を指
し

摘
てき

してくれることがあ
ります。だから、ともかく話

はな

してみることだと思
おも

います。

　スポンサーにとって自
じ

分
ぶん

は重
おも

荷
に

なのではないかと考
かんが

え、
なかなか電

でん

話
わ

できないことがある。あるいは、スポンサー
から何

なに

かお返
かえ

しを求
もと

められるのではという不
ふ

安
あん

があるかも
しれない。だが、スポンサーシップによって助

たす

けられてい
るのは、私

わたし

たちばかりか、スポンサーも同
おな

じだ。NAのプ
ログラムでは、自

じ

分
ぶん

に無
む

償
しょう

で与
あた

えられたものを次
つぎ

の人
ひと

に手
て

渡
わた

していかないと、手
て

からこぼれるといわれているが、私
わたし

たちはそのことを強
つよ

く信
しん

じている。私
わたし

たちはスポンサーに

助
たす

けられている。そしてスポンサーも私
わたし

たちを助
たす

けること
でクリーンを続

つづ

けることも、回
かい

復
ふく

を深
ふか

めることもできてい
るのだ。

スポンサーを見
み

つけるには？

　スポンサーを見
み

つけるなら、まずはだれかに頼
たの

んでみる
ことだ。頼

たの

むといっても、そんな簡
かん

単
たん

ではないだろう。そ
んなことはとてもできない、と思

おも

っている仲
なか

間
ま

がたくさん
いる。アディクションの真

ま

っ盛
さか

りのころ、私
わたし

たちはだれも
信
しん

じるなと自
じ

分
ぶん

に言
い

い聞
き

かせてきた。だからだれかに、自
じ

分
ぶん

の話
はなし

を聞
き

いて欲
ほ

しいとか、助
たす

けて欲
ほ

しいと頼
たの

む経
けい

験
けん

など
まったくなく、そんなことを考

かんが

えるとかえって不
ふ

安
あん

にな
る。とはいえ、大

だい

多
た

数
すう

の NAメンバーが、 回
かい

復
ふく

のために
はスポンサーシップがないとむずかしいと話

はな

している。そ
こで勇

ゆう

気
き

を振
ふ

りしぼって頼
たの

んでみたら、相
あい

手
て

から「できな
い」という返

へん

事
じ

が返
かえ

ってくることもある。だとしてもへこ
たれない。断

ことわ

られたからといって、それは自
じ

分
ぶん

へのあてこ
すりではないのだ、と信

しん

じる心
こころ

をもって受
う

け止
と

める必
ひつ

要
よう

が
ある。断

ことわ

ってきたのは、私
わたし

たちのことを何
なに

も知
し

らないから
かもしれないし、今

いま

、かなり忙
いそが

しくしているのかもしれな
いし、スポンシーがたくさんいるからかもしれない。ある
いは、その仲

なか

間
ま

もつらい状
じょう

況
きょう

を乗
の

り越
こ

えようとしていると
ころかもしれない。だから自

じ

分
ぶん

の信
しん

じる心
こころ

をもう一
いち

度
ど

確
たし

か
め、ほかの人

ひと

に頼
たの

んでみる。

私
わたし

は結
けっ

婚
こん

相
あい

手
て

を探
さが

すような気
き

持
も

ちでスポンサーを
選
えら

びました。お互
たが

いの相
あい

性
しょう

はどうだろうか？　相
あい

手
て

は何
なに

を期
き

待
たい

しているか？　では私
わたし

は何
なに

を期
き

待
たい

し
ているのか、と。そして何

なん

でも話
はな

せる、心
こころ

の広
ひろ

い
人
ひと

だということを大
たい

切
せつ

にしました。

　スポンサーを探
さが

すには、NAのミーティングに 行
い

くのが
いちばんの近

ちか

道
みち

だ。それ以
い

外
がい

の場
ば

所
しょ

だと、サービスミー
ティングやコンベンションといった NAのイベントだろ
う。スポンサーを選

えら

ぶにあたってメンバーたちが大
たい

切
せつ

だと
考
かんが

えているのは、信
しん

じることを教
おし

えてくれる人
ひと

か、プログ
ラムに積

せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り組
く

んでいて、思
おも

いやりのある人
ひと

かどう



かだ。また特
とく

に NAにつながったばかりの 仲
なか

間
ま

の場
ば

合
あい

は、
クリーンタイムが自

じ

分
ぶん

より長
なが

いことを条
じょう

件
けん

にしている。
　大

おお

まかにいったら、自
じ

分
ぶん

が苦
く

労
ろう

したこととか、やり遂
と

げ
ることができたことに共

きょう

感
かん

してくれるような、自
じ

分
ぶん

と似
に

通
かよ

った経
けい

験
けん

がある人
ひと

を探
さが

すことだろう。また、同
どう

性
せい

のスポ
ンサーのほうが共

きょう

感
かん

しやすく、スポンサーシップの関
かん

係
けい

の
なかでも安

あん

心
しん

できると多
おお

くのメンバーは考
かんが

えているが、性
せい

別
べつ

にはあまり重
おも

きをおく必
ひつ

要
よう

はないという仲
なか

間
ま

もいる。い
ずれにしても、私

わたし

たちは自
じ

分
ぶん

のスポンサーを自
じ

由
ゆう

に選
えら

ぶこ
とができる。ただし、ここで強

つよ

く提
てい

案
あん

したいことがある。
それは、スポンサーシップの関

かん

係
けい

を性
せい

的
てき

な関
かん

係
けい

にむすびつ
けてはならないことだ。性

せい

的
てき

な魅
み

力
りょく

に目
め

がくらむと、スポ
ンサーシップの本

ほん

質
しつ

から脱
だっ

線
せん

し、お互
たが

いに正
しょう

直
じき

に分
わ

かち合
あ

おうとしても、なかなかうまくいかなくなるからだ。

クリーンにはなれたけれど、とても心
こころ

細
ぼそ

くて、孤
こ

独
どく

でした。だから、だれかがそばにいてくれて安
あん

心
しん

できるのなら、なんでもしようと思
おも

っていまし
た。そこで自

し

然
ぜん

に求
もと

めたのは、そういう願
ねが

いを満
み

たすことでした。回
かい

復
ふく

の足
あし

場
ば

を固
かた

めるにはどうす
ればよいかなど、頭

あたま

にはありませんでした。そん
な最

さい

初
しょ

のころの私
わたし

をだれも食
く

いものにしようとせ
ず、支

ささ

えようとしてくれた仲
なか

間
ま

たちの誠
せい

実
じつ

さに感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちでいっぱいです。

　複
ふく

数
すう

のスポンサーを持
も

つことについてはどうなのだろう
か。実

じっ

際
さい

に何
なん

人
にん

かのスポンサーを持
も

っているアディクトも
いるが、そうなってくると、いずれかのスポンサーが自

じ

分
ぶん

が欲
ほ

しい答
こた

えや指
し

示
じ

をくれないものかと、複
ふく

数
すう

のスポン
サーの意

い

見
けん

の違
ちが

いを利
り

用
よう

するようなことがあるので、注
ちゅう

意
い

するよう呼
よ

びかけている。　

スポンサーをもつ時
じ

期
き

は？

　ほとんどのメンバーが、できるだけ早
はや

くスポンサーを
持
も

ったほうがよいと考
かんが

えている。けれどもなかには、時
じ

間
かん

を多
た

少
しょう

かけても、いろいろなところに顔
かお

を出
だ

し、納
なっ

得
とく

でき
たうえで決

き

めるべきだというメンバーもいる。何
なん

度
ど

もミー

ティングに出
で

てみれば、どの人
ひと

なら安
あん

心
しん

して話
はな

せるか、信
しん

じられるかがわかってくるからだ。スポンサーを探
さが

してい
るときに、だれかからスポンサーになろうかと言

い

われた場
ば

合
あい

、お願
ねが

いしなければならないという決
き

まりはない。さら
に忘

わす

れてならないことは、回
かい

復
ふく

したてのころに手
て

助
だす

けをし
てくれたスポンサーが、それから数

すう

年
ねん

後
ご

に私
わたし

たちが求
もと

めて
いることにも応

おう

じられるとは限
かぎ

らないことだ。したがっ
て、スポンサーを途

と

中
ちゅう

で変
か

えることも自
じ

由
ゆう

である。

自
じ

分
ぶん

はまさに、おぼれるものはワラをもつかむ思
おも

いでスポンサーを求
もと

めていた。おぼれてアップ
アップしている自

じ

分
ぶん

にすぐに手
て

を差
さ

し伸
の

べてくれ
るスポンサーが必

ひつ

要
よう

だった。

　プログラムにつながったばかりなら、仲
なか

間
ま

のアディクト
の助

たす

けと支
ささ

えが必
ひつ

要
よう

だ。回
かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

んでいるアディクト
に連

れん

絡
らく

先
さき

を教
おし

えてもらい、実
じっ

際
さい

に連
れん

絡
らく

を入
い

れて分
わ

かち合
あ

っ
てもらうのに、早

はや

すぎるということは決
けっ

してない。NAの
プログラムが効

こう

果
か

があるのは、私
わたし

たちが仲
なか

間
ま

どうし、お互
たが

いに手
て

助
だす

けをしているからだ。私
わたし

たちはもう、一
ひと

人
り

ぼっち
で生

い

きる必
ひつ

要
よう

はない。そして自
じ

分
ぶん

よりも大
おお

きな何
なに

かの一
いち

部
ぶ

なのだと感
かん

じられるようになる。NAに 足
あし

を運
はこ

び続
つづ

けてい
ると、自

じ

分
ぶん

の居
い

場
ばし

所
ょ

がやっと見
み

つかったと実
じっ

感
かん

させてもら
えるのも、スポンサーシップのおかげだ。
　このパンフレットに書

か

かれたことのほかにもスポンサー
シップについてはまだまだ疑

ぎ

問
もん

があるかもしれない。「正
ただ

しい」答
こた

えはこれであって、こういう答
こた

えは「間
ま

違
ちが

ってい
る」ということはないが�� NAでの 経

けい

験
けん

は、国
くに

によって
も、メンバーによっても、みな違

ちが

うからだ�� 、NAには
スポンサーシップについての本があって、スポンサーシッ
プについてのさまざまな問

もん

題
だい

が、かなり突
つ

っ込
こ

んで書
か

かれ
ている＊。

　＊　日本語版未発行
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